
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当地域・地区 機関名 住 所・電話番号 

一
関
市 

一
関
地
域 

一関・真滝 
舞川・弥栄 

さくらまち地域包括支援センター 
三関字桜町 36-3（ｻﾝ・ｱﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾞ一関内） 

48-3180 

山目・中里 
厳美・萩荘 

一関西部地域包括支援センター  
竹山町 7-2（市役所本庁舎内） 

21-8618 

花泉 はないずみ地域包括支援センター 
花泉町涌津字一ノ町 29（市役所花泉支所内） 

36-3021 

千厩・室根・川崎 一関東部地域包括支援センター  
千厩町千厩字北方 174（市役所千厩支所内） 

51-3040 

大東・東山 しぶたみ地域包括支援センター 
大東町渋民字大洞地 55-8（大東保健ｾﾝﾀｰ内） 

71-0053 

藤沢 ふじさわ地域包括支援センター 
藤沢町藤沢字町裏 52-2（老健ふじさわ内） 

63-3181 

平泉町 ひらいずみ地域包括支援センター 
平泉町平泉字志羅山 8‐8(毛越寺口交差点角) 

34-4601 

「認知症初期集中支援チーム」とは、認知症が疑われる人やその家族等に対し、多角的な支援

を初期から進め、対象者の在宅生活をサポートする、専門家からなるチームです。 

① 杉内 登 医師（昭和病院 院長） 

② 一関西部地域包括支援センター 職員 

① 岩本 浩之医師（千厩ひかりクリニック 院長） 

② 一関東部地域包括支援センター 職員 

関係機関配布用 

40 歳以上の在宅生活者で、認知症の人、または認知症が疑われる人のうち、下記のいずれか 

の項目に該当する人 

 医療・介護サービスを受けていない、または中断している 

① 認知症疾患の臨床診断を受けていない 

② 継続的な医療サービスを受けていない 

③ 適切な介護保険サービスに結び付いていない 

④ 認知症の診断があるが、介護サービスが中断している 

 医療・介護サービスを受けているが、認知症の行動・心理症状が顕著なため、対応に苦慮 

している人 

チーム介入の対象者

 ①認知症サポート医である専門医、②地域包括支援センター職員（保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員等） 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 認知症が疑われる人 
 認知症と診断された人 
 家族 

 在宅介護支援センター 
 介護保険事業所 

 社会福祉協議会 

 医師会 
 歯科医師会 
 薬剤師会 
 医療機関 

 保健所 
 健康づくり課 
 長寿社会課 
 各支所保健福祉課 
 平泉町保健センター 

 区長 
 自治会長 
 民生委員 
 保健推進委員 
 食生活生活改善推進員 
 地区住民 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

関係機関への情報提供及び引継ぎ 

認知症初期集中支援チームの動き（フロー図） 

本人・家族 

関係機関・地域住民等 
 

認知症初期集中支援チーム 

【西地域】一関西部地域包括支援センター内 
【東地域】一関東部地域包括支援センター内 

チーム支援の必要あり 

相談者 
相談 

相
談 

連
携 

【西地域】 

チーム員①：杉内登 医師 
(昭和病院) 

チーム員②：一関西部地域 
包括支援センター職員 
 
 

【東地域】 

チーム員①：岩本浩之 医師 
(千厩ひかりクリニック) 

チーム員②：一関東部地域 
包括支援センター職員 
 

 

 

チーム支援の必要なし 

検証・分析 
(介護保険運営協議会を認知症初期集中支援 
チーム検討委員会として定期的な活動報告、 
情報共有等を行う) 

訪問支援対象者の把握 
（訪問支援対象者の相談受付） 

支援方法の検討 

チーム員会議の開催～支援方法の決定～ 

初期集中支援の実施 
 医療機関への受診勧奨/誘導 
 介護保険サービス利用の勧奨/誘導 
 チーム員による本人、家族への支援 
 かかりつけ医との連携 

支援終了 
（関係機関、サービス等への引継ぎ） 

モニタリング 

 初回家庭訪問の実施 
（アセスメント：チーム員②） 

 情報収集 
（かかりつけ医がある場合、チーム員② 等が 
相談に出向く） 

関係機関への情報提供及び引継ぎ 


